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◆不活化ポリオワクチンを可能な限り迅速に導入できるよう取り組んでおり、２０１２
（平成２４）年９月の導入を予定しています。

◆不活化ポリオワクチン導入後は、定期予防接種における生ポリオワクチンの使用を中止する
予定です。

不活化ポリオワクチンの導入は、

２０１２(平成２４)年９月を予定しています。

◆ポリオの流行のない社会を保つためには、ワクチンの接種が必要です。

◆不活化ポリオワクチンを導入するまで、ポリオワクチンを接種せずに様子をみる人が増えると、
免疫をもたない人が増え、国内でポリオの流行が起こってしまう危険性があるため、
お住まいの市町村がご案内する時期に接種を受けることをおすすめします。

不活化ポリオワクチンの導入まで、

ポリオワクチンの接種を待つことは、おすすめできません。

保 護 者 の み な さ ま へ

◆日本では、２０００年にポリオの根絶を報告しましたが、世界には、今でも流行している地域
があり、渡航者などを介して感染はどの国にも広がる可能性があります。
○パキスタン、アフガニスタンなどの南西アジア、ナイジェリアなどのアフリカ諸国では、
今でも流行がみられます。
○いったんポリオが根絶された中国やタジキスタンなどでも、最近流行が起こったことが
報告されています。

◆このため、ポリオの根絶に向けて、世界中でワクチンの接種が行われています。
○きちんとワクチンを接種し、ほとんどの人が免疫をもてば、海外でポリオが流行しても、
国内での流行を防ぐことができます。

ポリオワクチンを接種することが、

ポリオを予防する唯一の方法です。

ポリオの予防には、

ポリオワクチンの

接種が必要です。

ポリオの予防には、

ポリオワクチンの

接種が必要です。



■接種方法が変わります
◆生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、不活化ポリオワクチンは皮下接種
（皮下に注射）となります。

■４回（初回３回、追加１回）の接種が必要です
◆生ポリオワクチンは、２回接種でしたが、不活化ポリオワクチンは、初回接種として２０日
以上の間隔をおいて３回、また追加接種として初回接種終了後６か月以上の間隔をおいて１回、
合計４回の接種が必要です。

◆海外等で既に不活化ポリオワクチンを１～３回接種されている方については、不足分の接種を
受けることができます。

■初回接種は生後３か月から１２か月の間に受けましょう
◆標準的な初回接種の接種年齢は生後３か月から１２か月です。

◆生後９０月（７歳６か月）に至るまでの間であれば、過去に生ポリオワクチンを受けそびれた
方も、不活化ポリオワクチンの定期接種を受けていただくことが可能です。

■通年で接種できるようになります
◆生ポリオワクチンによる定期接種は、多くの市町村で春・秋に行われてきましたが、不活化
ポリオワクチン導入後は、多くの市町村で通年接種が可能になります。

◆多くの市町村では、市町村（保健所）での集団接種から、医療機関での個別接種に変更される
予定です。

不活化ポリオワクチンの定期接種は、

このように行います。

◆生ポリオワクチンを１回接種した方は、２０１２（平成２４）年９月以降に不活化ポリオ
ワクチンを３回接種することになります。

◆生ポリオワクチンをすでに２回接種された方は、不活化ポリオワクチンの追加接種は不要です。

不活化ポリオワクチン導入前に

１回目の生ポリオワクチンを接種した方は、

２回目以降は不活化ポリオワクチンを

受けることになります。

◆ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオワクチン（DPT-IPV）の４種混合ワクチンは、
薬事承認申請が行われており、現在、薬事審査や供給の準備などが進められています。

◆４種混合ワクチンも可能な限り迅速に導入できるよう取り組んでおり、２０１２（平成２４）
年１１月の導入を目指しています。

４種混合ワクチン（DPT-IPV）の導入は、

２０１２（平成２４）年11月を目指しています。

【 】ポ リ オ ワ ク チ ン に関す る情報は 、厚生労働省ホームページで ご案内 し て い ます 。
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